
（１）事業概要 （３）事業を巡る社会経済情勢の変化 （４）事業により整備され （５）県民の意見

た施設の維持管理状況

○地区名 （嬉野町嘱託員聞き取りにより）

　横竹ダム ○人口及び世帯数の変化 ○ダム管理 　・　ダム完成により、洪水の心配が 　・　ダムの完成により、かんがい用水

　　（　嬉野市　・　塩田町　） 平成１３年～平成１５年　鹿島土木事務所 　　なくなった。 　の確保に苦労しなくなった。

○工期 　・人口　Ｓ６２・・・・・・３２，８５２ 平成１６年～平成１８年　西部地区ダム事務所 以上が大半の意見であった。

　・当初工期　　　　・変更工期 　　　　　　Ｈ１９・・・・・２９，６４４ 平成１９年～　　ダム管理事務所 また、ダム直下の吉田川流域より、

 S62 ～ H9　　　　　 S62 ～ H13 　　　　　　３，２０８　　９．８％減 塩田川沿川の方が、横竹ダムの洪水調節効果を期待している。

○総事業費 　・世帯数　Ｓ６２・・・・・８，６０１ ＊完成後、大きな洪水が発生していない。

　・当初事業費　　　　・変更事業費 　　　　　　　Ｈ１９・・・・・９，３７９ （住民アンケートにより）

　　200億円　　　　　　　244.7億円 　　　　　　７７８　　９．０％増 ・ダム本体とダム湖の景観（風景）について、建設前後を比較してどう思いますか。

○事業内容 （　推計人口資料より　）

　重力式コンクリートダム ・上記によれば、核家族化が進み洪水防御対象

　　堤高 57.0m 堤長 249.0m である家屋が多くなっていることが想定できる。

    堤体堰 176千m3

　　総貯水貯水容量　4,290千m3 （６）事業の効果

○背景・目的 　洪水調節 　河川流量の安定

　

　　

（８）今後の課題

○洪水に対する意識の薄れ ○適切な維持管理

○水の効率的な利用の啓発

（２）事業による環境の変化

○生活環境 ○自然環境

・塩田川・吉田川の洪水被害が軽減された。 ・吉田川の洪水が減少したためかヨシが増えた。

（７）地域住民との関わり （９）新規評価、再評価への反映、改善点等

・ 洪水に関する関わり

※「ダム下流の川の状況が変わった。」の多く

　　※向上したは、塩田川９１％ の回答は、「ヨシが増えた。」であった。

　　　　　　　　　　　吉田川９４％ ※ｱﾝｹｰﾄの３の内容は、「フナ・ドジョウ」が多く

改めて、内水面漁協関係者に聞き取った。

・田植え等の農作業において水不足に 「洪水の減少による淵の減少」である事を聞き

　なることがなくなった。（区長への聞取り） 取った。

　塩田川及びその支川の吉田川流域は、
従来から出水のたびに大きな災害が発生
してきた。このため、塩田川では、上流ダム
群（現計画：３ダム）の一つとして、岩屋川
内ダムを建設した。さらに今回、横竹ダムを
建設して、吉田川の洪水被害を軽減させる
と共に、塩田川の治水安全度を向上を図っ
た。

横竹ダム

塩田川

・ダム管理は、一般の河川管理施設に比べて
電気通信・機械等の操作を伴う構造物であり、
その操作や点検、維持管理にはかなり専門的
な知識を必要とする。
　そのため県では、平成１５年に県営ダム管理
をダム建設西部地区ダム事務所に統合させ維
持管理の充実を図った。

・５０年に一回程度発生する大雨に対して計画

している。ダム地点で２３５ｍ3／sの洪水を２１０

ｍ3／s低減させ２５ｍ3／sを放流することによ

り、下流の吉田川・塩田川の洪水被害の低減を

図る。なお、現在の２ダムでは塩田橋地点で、３

００ｍ3／ｓの洪水低減が見込め、計画洪水は河

川の余裕の中で流下させることが出来るように

なっている。

※完成（Ｈ１４年）後、は大きな洪水に見舞われ

ていない。
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ダムが出来たことにより洪水回数が減

少し、地域の方々の危機意識に関する

意識が薄れていくことが懸念されるた

め、直近の全国の洪水被害の状況や横

竹ダムの洪水調節機能及びサイレン等

の連絡体制など定期的に説明会を実施

する必要がある。

横竹ダムは、１０年に１回程度発生する渇

水に対し、水稲などの利用水量を考慮し

て、河川維持用水を確保できるよう水を貯

留する。

そのため、水不足となる頻度が減少し、節

水意識が薄れていく。そのため、日頃から

利水関係者との交流を持ちながら、水の効

率的な利用の促進を図っていく必要があ

る。

・「地域住民との関わり」でも取り
上げている懸念（危機・節水意識
の薄れ）もあることから、
『地域住民の関わりの強化』
を今後は図っていく。

・洪水に対する危機意識は、その経験が
少なくなれば薄れていく。これを評価指
標とするのは、参考程度にしたい。

・計画段階から流域住民や水防組織と
の意識の共有と連絡体制の強化

・ダムは、多くの機器・機械を用い
て運用している。この機能を長年
にわたり正常に作動させる。
・　ランニングコストを考慮した
　　『アセットマネージメント』
　を検討していく。なお、このこと
に関しては、国がH２０から検討す
ることになるため、その検討状況
を見ながら、作業を行う予定であ
る。

　また、塩田川及び支川の吉田川は流域
の河川水の利用により、本来河川の役割
である動植物の生息・生育環境の保全に
要する流水が不足することがある。そのた
め横竹ダムを建設し、吉田川における必要
流量の確保を図った。

 利水基準点（一本松）

 対象かんがい面積　１５２ｈa

ダム地点の河川補給　平成１７年かんがい期

ダム流入量
ダム放流量

概ね、毎秒 ０．１５ｍ3の補給
かんがい面積で　約６５ｈa分
（減水深２０㎜ロス込み）

・ 河川水の利用に関する関わり

ダムが出来て悪くなった意見　　１＋２＋３＝２４％
ダムが出来て良くなった意見　　４＋５＋６＝６８％
＊大きく見れば、景観面はダムに好印象であった。

洪水調節

住民ｱﾝｹｰﾄ


